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沢辺税理士事務所通信 

※※※   来年より始まる、スイッチＯＴＣ薬控除とは   ※※※ 
 来年（平成２９年）より、医療費控除を拡充する意味合いで、スイッチＯＴＣ薬控除（セルフメディケー

ション税制）の制度が始まります。従来の医療費控除だけでは、病院にあまりかからずに市販薬をよく

購入される方は、年間数万円位しかせいぜい使わないので、領収書を集めても結局毎年医療費控除

が使えない！というケースも多いのではないでしょうか。そのような方にも今後は医療費控除が受けれ

るようになる可能性があります。 

 

 従来の医療費用控除（これは来年以降も変わらず使えます）は、自分と、生計を同じくする家族の医

療費や医薬品の合計額が年間１０万円（または総所得金額等の５％）を超える場合には、その超える

部分の金額（入院給付金等で補てんされる金額を除く）について所得控除を受けれるというものです。

来年からは、従来の医療費控除とスイッチＯＴＣ薬控除のいずれかを選択できます。重複して使うこと

はできません。 

 

 新制度のスイッチＯＴＣ薬控除は、まずその年内に健診、予防接種、がん検診などを受けている必要

があります。その方が、その年に購入したスイッチＯＴＣ薬の額が１万２千円を超えるときは、その超え

る部分が医療費控除の対象になります。限度額は８万８千円（つまり合計１０万円＝従来の医療費控

除の足切り額）です。医薬品の領収書や健診を受けたことを明らかにする書類が必要です。 

 

 対象となるスイッチＯＴＣ薬とは、元々医療用医薬品だったものが、安全性が高いと判断されて一般

用医薬品になったものです。対象となる医薬品にはパッケージにロゴがつけられる予定だそうです。現

在、指定された医薬品は厚生労働省のホームページなどで発表されています。有名なところでは、鎮

痛剤の「ロキソニン」、胃腸薬の「ガスター１０」、抗アレルギー薬の「エスタック」などです。 

 

 この制度ができた背景には、医療費控除の拡大というよりは、市販薬の購入を促進し、国が７割以上

を負担する保険医療での医療費を削減しようという部分が大きいようです。身体のことですので、市販

薬で済ませることがどこまでいいのかはもちろんケースバイケースですが、せっかくできる制度ですの

で、使えるところは使っていきたいですね。なお、スイッチＯＴＣ薬は、もちろん従来の医療費控除の対

象でもあります。年末調整では医療費控除はできませんので、確定申告をお願いします！ 

 

※※※       広島カープ、日本一ならず！！     ※※※ 
 １０月２９日でプロ野球の日本シリーズが終了しました。ご存じの通り、広島カープは２勝４敗で日本

ハムに敗れ、惜しくも３２年ぶりの日本一とはなりませんでした。さすがにパ・リーグを逆転優勝で制し

た日本ハムは強かったですね。栗山監督も、野球を知り尽くしているかのような采配でしたし、真っ赤な

マスダジアムにすっかりなれていた私には、札幌ドームのアウェイ感もなかなか厳しかった気がしま

す・・。 

 それでも、１１月５日には平和大通りでの優勝パレードもありますし、今年はたっぷり野球にひたれて

よかったです！カープファンの方もそうでない方も、来年も楽しみましょう！ 

 


